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平成15年度日本脳炎流行予測調査

（ブタ感染源調査）結果について

安部真理子 斎藤博之 原田誠三郎

平成15年度の感染症流行予測調査事業の中の日本脳炎流行予測調査（プタ感染源調査）は、平成15年8月6日から平

成15年9月25日までに秋田県内で飼育された生後6箇月～8箇月のプタ (60検体）を対象として日本脳炎ウイルスの赤

血球凝集抑制 (HI)抗体を測定した。その結果、平成15年9月25日に平鹿町で採取されたプタ l頭に20倍の HI抗体が

みられた。さらに、 2ーメルカプトエタノール (2-ME)感受性抗体検査を実施した結果、抗体が確認された。平成

15年度、東北地方において 2-ME感受性抗体プタが確認された地域は秋田県のみであった。

キーワード：日本脳炎流行予測調査、プタ感染源調査、赤血球凝集抑制抗体価（HI抗体価）、 2-メルカプトエタノー

ル (2-ME)感受性抗体

I はじめに

日本脳炎は、日本脳炎ウイルスに感染したヒトのうち、

50~1000人に一人が発症すると言われている ll。日本脳

炎ウイルス媒介蚊であるコガタアカイエカが同ウイルス

に感染したプタの血液を吸血後、ヒトを刺傷することに

よって感染する。いわゆるプタは日本脳炎ウイルスの増

幅動物として知られている 2)。東北地方においては平成

3年以降患者発生は認められていないが、抗体陽性のプ

タが観察されている 3iことから、日本脳炎ウイルス保有

蚊の活動が考えられる。

当所では、平成15年度も日本脳炎流行予測調査（プタ

感染源調査）を実施したので、その結果を報告する。

II 材料及び方法

1.材料

1) プタ血清

平成15年8月6日から 9月25日の期間に株式会社秋

田県食肉流通公社に搬人された県内の飼育プタ（生後

6箇月～8箇月）から採取したプタ血消 (60検体）を

用いた。

2.方法

l)方法；平成14年6月厚生労働省健康局結核慇染症

課から配布された「感染症流行予測調査事業検査術

式」 4）に準じた。

2)使用抗原；日本脳炎HI抗原(JaGAr#Ol)は市

販品（デンカ生研）を用いた。

3)使用赤血球；ガチョウ血球（市販ガチョウ血球）

を用いた。

m 結果及び考察
平成15年8月6日（平鹿町） 10頭、 8月12日（大森町）

10頭、 8月20日（鹿角市） 10頭、 9月3日（河辺町） 10

頭、 9月12日（平鹿町） 10頭及び9月25日（平鹿町） 10

頭の計60頭について HI抗体を測定した。図 lに検体採

取プタ飼育地を示した。県南部平鹿町の飼育プタは、全

部で30頭採取され、頭数では最も多かった。また、同様

図1 検体採取プタ飼育地

p.“" 9：一、9．9
. • 
： 

,'''  

、:. om;),. IIItt町
｀血'!9| 9 : 

，ヽ

i''(、:i・，＇，＼
マ→・̀・̀r

ぶ”":: 
、～^ ．．一、．●● n 
.',•・.、

I"・'" :ヽ”`  9 : •十

I t l 
：し

、9， 

.I.,rt 

鹿
角
市

-99-



表 1 H I抗体価

採血月日 検nil~番号 飼育地 検{t)ll1 I ll抗休価（倍） 採l(l1月1-1 検西豚番号 飼育地 検｛社ll3 HIhtl本frlh・（｛粁）
8月6H 1 平鹿町 8月8H <10 | 9) 1 3 l-l 31 河辺lll[ 9)l 6 R < 10 
8月6日 2 平鹿町 8月8[ l く10 9 Jj 3 H 32 河辺lllr 9月6日 < 10 
8月6H 3 平鹿町 8月8日 <10 9 Jj 3 H 33 河辺lllr 9月6日 <10 
8月6日 ,1 平鹿町 8月8日 < 10 9 JJ 3「l 34 河辺町 9月6Fl < 10 
8月6日 3 平鹿町 8月8l1 <IO 9 JJ 3 11 35 河辺町 9月6日 1 <10 
8月6El 6 平鹿町 8月8l1 く10 9 J) 3 11 36 河辺町 9月6日 < 10 
8月6日 I 7 平鹿町 8月8l1 <10 9 J j 3 1l 37 河辺IIJJ 9月6R く10

8月6日 8 平11£町 8月8l―-l <10 9) 1 3 1 l 38 河辺IDJ 9月6日 1 く10

8月6日 ， 平鹿lll[ 8月8ll < 10 9 Jj 3日 39 河辺町 I 9月6El I く10
8月6日 10 平鹿町 8月8l1 <10 9 J j 3 (l 40 河辺IIIr 9月6日 く10

I 8月12EI 11 大森町 8月13日 < 10 9}]12(1 I 41 平此町 9月l3日 < 10 
8月12日 12 大森町 8月13El < 10 9月12H 42 平鹿町 9月13日 <10 
8月12日 13 大森町 8月131_―l く10 I 9月12Il 43 平鹿LLLF 9月13日 < 10 
8月12日 14 I 大森町 8月13FI < IO 9) l l 2 1 -l 44 平鹿IIII 9月13日 <10 
8月12日 15 大森町 8月131 l く10 9 Jl l 2 1 1 45 l 

平鹿lllf 9月13日 <10 
8月12日 16 大森町 8月13日 < 10 l 

8月12H 17 大森町 8月13ll く10
| 99) ) l l 12日 46 I 、ド鹿lllf 9月13日 < 10 
1 2 1• I 47 平鹿町 9月13日 <10 

8月12日 18 大森町 8月13FI < 10 9 JJ 12日 48 平鹿lllf 9月13日 く10

8月12日 l9 大森町 8月13日 < 10 9 n 12「I 49 平鹿lllf 9月13日 <10 
8月12日 20 大森町 8月13日 < 10 9)J12FI 50 平鹿町 9月13日 く10
8月20日 1 21 鹿角市 8月21Fl < 10 9) l 25 1 9 5 l 平鹿町 10月1日 20 
8月20日 22 鹿角市 8月211―l < 10 9) l 25 1l 52 平鹿町 10月1lJ く10
8月20日 23 鹿角市 8月21Fl 1 < 10 9) l 25 I I 53 平鹿町 10月1日i く10

8月20日 1 24 鹿角市 8月21日 < 10 9月25l l 54 平鹿町 10月1日 <10 | 
8月20日 25 鹿角市 8月21IJ く10 9月25l l 55 平鹿町 10月1日 く10
8月20日 26 鹿角市 8月21「l < 10 9月25FI : 56 平鹿町 10月1日 く10
8月20日 27 鹿角市 8月2111 <10 9月25l l 57 平鹿IIlr 10月1日 く10
8月20日 28 鹿角市 8月21日 <10 9月25H 58 平鹿lllf lO月1日 <10 
8月20日 29 鹿角市 8月21日 < 10 i 9 JJ 25 [=") 59 平鹿町 10月1日 < lO 
8月20日 30 鹿角市 8月21El く10 9月25EI 60 平鹿lllf 10月1日 <10 

表 2 HI抗体隔性率

採血月日 検在頭数
HI 抗 体 (ili （倍）

HI陽性率（％）
2ME感受性抗体保有率

く10I 10 20 40 80 160 320 I ~320 I （％） 

8月6日 10 10 

゜゚ ゜゚ ゜
o I o 

゜
*NT 

8月12日 10 10 

゜゚ ゜゚ ゜
0 : 0 

↓ 

゜
NT 

8月20日 10 10 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜ ゜
NT 

9月3日 10 10 

゜゚ ゜
（） 0, 0 I 0 

゜
NT 

9月12日 10 10 

゜゚ ゜゚ ゜9月25R 10 ， 
゜
1 

゜゚ ゜
に県南部大森町、県北部鹿角市、及び県中央部河辺町の

飼育プタはそれぞれ10頭ずつであった。表 1にHI抗体

価を示した。 8月6日、 8月12日、 8月20EI、 9月3日

及び9月12日に採取されたプタはすべて HI抗体価がIO

倍以下であった。しかし、 9月25日に平鹿町で飼育され

たプタ 1頭（検査プタ番号51)に20倍の HI抗体価がみ

られ、 2-ME感受性抗体検査を実施した結果、表 2に

ポしたとおり HI抗体価が10倍以下を示したことから感

受性抗体と確認された。 (2-ME感受性抗体確認血清

と9月12日採取血消は依頓があったので国立憾染症研究

所に送付した。）

秋田県では、昭和59年度及び平成2年度に、東北地方

のなかで HI抗体阻性率が高かったことが報告されてい

る。う） 5；平成15年度は、秋田県以外の東北の各県では HI

o I o 

゜
NT 

o I o 10 I 1 / 1 (100%) 
.; I 

*?¥T: not Test 

抗体保有が認められず、東北地方のなかで秋田県のみが、

2-ME感受性抗体プタが確認された。その背景として

は、秋田県南部の平鹿町の周辺では、日本脳炎ウイルス

保有蚊の活動に必要な気象条件及び地域的特性がその期

問、維持されていたものと推察されたc

感染症流行予測調査の実施により、今後も県内におけ

る日本脳炎ウイルス保有蚊の活動の監視に努めていきた

いと考えている。

IV まとめ

1.平成15年度の日本脳炎流行予測調査において、平鹿

町飼育産プタ l検体に20倍の日本脳炎凝集抑制抗体価

(HI抗体{lIii)がみられたc

2. プタ 1検体に 2-ME感叉性検資を実施した結果、
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処理前の I—II 抗体祉li20倍、処理後の HI抗体祉li lO倍以

下を示した。

3.平成15年度に東北地方で、 2-ME感受性抗体が検

出されたのは本県のみであった。
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